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に
栄
誉
賞

 

昨
年
１２
月
２７
日
、
市
役
所
で
栄

誉
賞
の
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
受
賞
し
た
の
は
、
中
野
シ

ニ
ア
リ
ー
グ
に
所
属
す
る
南
宮
中

学
校
３
年
生
の
船ふ

な
ざ
き﨑

星せ

い

や矢
さ
ん
で

す
。

 

船
﨑
さ
ん
は
、
平
成
２４
年
１１
月

23
日
か
ら
愛
媛
県
松
山
市
で
開
催

さ
れ
た
中
学
硬
式
野
球
１５
才
以
下

の
ア
ジ
ア
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
マ
ッ
チ

２
０
１
２
に
お
い
て
、
日
本
代
表

選
手
に
選
抜
さ
れ
、
全
試
合
に
出

場
し
、
見
事
チ
ー
ム
の
優
勝
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
式
で
は
、
池
田
市
長
か
ら

表
彰
状
と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

※
こ
の
賞
は
「
ス
ポ
ー
ツ
や
学
術

な
ど
の
分
野
で
活
躍
さ
れ
た

方
」
に
贈
ら
れ
ま
す
。

▲表彰を受ける船﨑星矢さん
さん

船
﨑
星
矢

地域活動助成事業で
雨具を整備しました

問い合わせ先
政策情報課政策推進係
☎（２２）２１１１（内線２１６）

　中野市消防団では公益財団法人長野県市町
村振興協会の地域活動助成事業を活用し、消
防団員用の雨具（３１０着）を整備しました。
　この事業により、荒天時に活動する団員の
身体を保護するとともに、消防団活動の一層
の推進が図られます。

　
中
野
市
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く

す
推
進
協
議
会
と
中
野
市
企
業
人

権
教
育
推
進
協
議
会
で
は
、
差
別

の
な
い
明
る
い
中
野
市
を
築
く
た

め
、
長
野
市
で
柿
の
木
農
場
を
経

営
さ
れ
て
い
る
柿か

き
じ
ま島

滋し
げ
る

さ
ん
を
お

迎
え
し
、
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

柿
の
木
農
場
は
、障
が
い
者
の
雇

用
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
企
業

で
す
。今
回
は
、企
業
の
取
り
組
み

か
ら
、人
権
の
尊
さ
や
差
別
の
な

い
社
会
を
創
る
こ
と
を
考
え
ま
す
。

　
入
場
は
無
料
で
す
の
で
、
大
勢

の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

期
日
　
２
月
２６
日
㈫

時
間
　
午
後
６
時
３０
分
　
　
　
　

（
受
付
…
午
後
６
時
か
ら
）

会
場
　
中
央
公
民
館
講
堂

講
師
　
柿
島
　
滋
さ
ん
（
㈱
柿
の

木
農
場
取
締
役
会
長
）

演
題
　
個
性
豊
か
な
人
た
ち
と
共

に
働
く
～
柿
の
木
農
場
で
働
く
仲

間
た
ち
～

問
い
合
わ
せ
先
　
　
　
　
　
　
　

人
権
政
策
課
調
整
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
４
６
）

市
人
権
セ
ン
タ
ー

☎
�
２
２
８
７

差
別
を
な
く
す
講
演
会

昨年の様子
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高
野
辰
之
文
学
博
士
の
多
彩
な

業
績
を
広
く
伝
え
る
と
と
も
に
、

日
本
の
心
の
故
郷
を
歌
い
継
ぐ
た

め
、
「
高
野
辰
之
忌
」
を
開
催
し

ま
す
。

　期
日
　
２
月
１6
日
㈯

時
間
　
午
後
１
時
半
～
２
時
半

会
場
　
高
野
辰
之
記
念
館

※
公
演
時
入
館
無
料

内
容
　【
記
念
公
演
】

○
ら
く
の
う
座

メ
ン
バ
ー
の
半
数
が
農
業
に
従

事
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、「『
農
』

業
」
と
「
芸
『
能
』」、『
脳
』

に『
楽（
し
い
）』を
か
け
て『
ら

く
の
う
』
座
と
名
付
け
ら
れ
ま

し
た
。日
本
各
地
の
歌
や
踊
り
、

お
囃は

や

し子
を
も
と
に
「
明
る
く
、

た
の
し
く
、元
気
よ
く
」を
モ
ッ

ト
ー
に
農
業
や
祭
り
の
応
援
団

と
し
て
各
方
面
で
活
躍
。

○
演
目

「
お
囃
子
」「
八
木
節
」「
花
笠
音

頭
」「
三
味
線
演
奏
」「
お
田
植
え
」

「
大
黒
舞
」
ほ
か

　
博
士
は
昭
和
２２
年
１
月
２５
日
、

野
沢
温
泉
村
に
あ
っ
た
別
荘
「
対

雲
山
荘
」
で
、
脳の

う
い
っ
け
つ

溢
血
の
後
遺
症

に
よ
り
亡
く
な
り
ま
し
た
。
享
年

７１
で
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先

高
野
辰
之
記
念
館

☎
�
３
０
７
０

▲らくのう座

高野辰之忌

問い合わせ・申し込み先
中山晋平記念会事務局
（文化スポーツ振興課内）
☎（２２）２１１１（内線３９４）
中山晋平記念館
☎（２２）７０５０

問い合わせ・申し込み先
高野辰之記念会設立準備会事務局
（豊田支所地域振興課総務係内）
☎（３８）３１１１（内線１２０）
高野辰之記念館
☎（３８）３０７０

記
念
会
の
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

 中野市が生んだ国
文学者、高野辰之先
生の偉業をたたえる
とともに、地域振興
と文化向上に寄与す
ることを目的として
高野辰之記念会を２
月に設立します。
　本主旨に賛同し、今後企画するさまざま
な事業に参加していただける会員を募集し
ます。

入会方法
　高野辰之記念会設立準備会事務局または
高野辰之記念館までお申し込みください。

年会費　個人会員…1,000円
　　　　団体会員…3,000円

 大正から昭和にか
けて、数多くの歌謡
曲、童謡、新民謡を
日本音楽史に刻み込
んだ中山晋平先生の
偉業をたたえるとと
もに、本市の音楽文
化向上に寄与するこ

とを目的として活動しています。

主な活動内容
　中山晋平記念音楽賞作曲募集の実施と入
選曲発表会の開催、晋平・辰之メモリア
ルコンサートの開催、研修視察
入会方法
　中山晋平記念会事務局または中山晋平記
念館までお申し込みください。
年会費　一般会員…1,000円　
　　　　特別会員…5,000円、10,000円

中山晋平記念会 高野辰之記念会


